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学校教育目標 「ふるさとを愛し，自信と誇りをもち，未来を拓く子どもの育成」 

 三瀬っ子の合言葉 「三瀬っ子の自信と誇りをもとう ～挨拶，読書，絆～ 

10月は子どもたちが楽しみにしている行事がたくさんありました。 

6 年生の修学旅行、１～５年生の修学旅行、芋ほり、三瀬村ふれあい祭りと、子どもたちそれぞ

れが楽しく参加しました。 

６年生は、１日目は平和についての学習をしました。原爆

資料館を見学した後、被爆体験者のお話を聞いて、おいしい

お弁当を食べ、平和集会を行いました。そのあとは各グルー

プに分かれてフィールドワークを行いました。自分たちで計

画していた見学場所を地図を頼りに探したり、長崎の人に聞

いたりしながら活動しました。１日目の活動で２度と戦争が

起きないように、自分たちが考え、行動していくことの大切さ

を学びました。 

２日目は、長崎の歴史についてフィールドワークを行いま

した。計画通りに進まないこともありましたが、どのグループ

も時間内に活動することができました。お土産を選ぶのがと

ても楽しそうでした。 

１～５年生は、「マリンワールド海の中道」に行きました。５年生をリーダーとして終日縦割り班で活

動し，普段見られないバックヤード見学で水族館の秘密を知ったり，たくさんの生き物やショーを見た

りして，楽しく有意義に活動することができました。 

 



１２月行事予定   

 

芋ほり・三瀬村ふれあい祭り
10 月１６日（月）に保育園と小・中合同で芋ほりをしました。秋晴れの中、縦割り班に分かれ少し

でも大きな芋を掘り当てようと頑張って掘りました。大きな芋を掘り当てたときは大喜びでした。掘った
芋は当日一人５個ずつ持ち帰り、給食にもサツマイモチップスやカレーライスとして出されました。また、
三瀬村ふれあい祭りで５・６年生と中学１年生が販売もしました。今年の芋は大豊作でした。 
畑耕しからマルチシート貼り，電気柵の設置をしていただいた PTA 整備部のみなさん本当にあり

がとうございました。みなさんのご協力に感謝いたします。 

 ふれあい祭りの日に、「三瀬村人権のつどい」を行いました。 
今年は、「車いすバスケットボール交流会」を長崎県の「長崎サンライズ」・佐賀県の「ハガクレデンジ
ャーズ」の選手の方々に来ていただいて実施しました。 
 選手の方々の車いすを操るスピードやテクニックに子ども達は驚いていました。実際に競技用の車
いすに乗って、操作の難しさを体感することでより一層選手の方々の努力を感じたようです。長崎県

車いすバスケットボール協会会長の川崎さんの「障がいってなんだろう」の講話から、子ども達が感じ
たことも多かったと思います。 

子ども達の感想         
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

１日（金）いじめ命を考える日             １４日（木）ホンホンさん読み語り 

４日（月）給食試食会（1～4年保護者対象）        １８日（月）地区児童会 

５日（火）委員会活動                             １９日（火）学級編成説明会 

６日（水）フッ化物洗口                        学級懇談会 

１１日（月）人権教室                      （1～3年 14:30～14:55 4～6年 15:00～15:25） 

 １２日（火）三瀬っ子タイム（中学部読み聞かせ）     ２２日（金）2学期終業式 

１３日（水）フッ化物洗口                           （1～5年 給食なし、6年 特別給食） 

＊みんなの表彰コーナー＊ 

○青少年読書感想文     優秀賞  6年 友田 みのり 

〇佐賀県児童文集「きらり」 きらり賞 ３年 嘉村 明香里 

○七夕書き方会（硬筆）   県入選  5年 中原 綾花 

○七夕書き方会（毛筆）   県入選  ３年 合瀬 絢音 4年 友田 のどか 

  

『配慮をすることで「平等」という立場になって誰もが楽しくすご
したり、みんなで話し合ったりすることができることがわかりました。

このようなことを生活に生かしたいです』（凛太朗さん） 
『人それぞれみんな同じという言葉が心に残りました。人に上や
下をつくらず、みんな平等に生きたいです。』（諒人さん） 
『私も川崎さんのように、今の自分の良さを見つけて楽しくすご
していきたいです。』（みのりさん） 

 


